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２０６ 松山大学論集 第２０巻 第２号
月日 額 面 借・受取主 備 考
１．４ 銀１２５匁５５４ 仲□□助









２．１５ 銀７５０匁 山本善治 此銭８４７匁５分
２．１７ 銀１貫５００目 三上淳道内 御為扶被下候
２．２９ 金７０両 大津屋善治
３．１ 銀１貫３０８匁 大津屋善治 但シ金２０両
３．５ 銀２貫目 懸屋（山本） 手組頭殿１４貫匁上納之内
３．１１ 銀２３７匁５７ 懸屋（山本） 御講銀之内
３．１１ 金７両 栗田長次郎
３．１５ 銀８００目 掛屋 手組５貫６００目之内へ受取
３．１７ 金２両 塚田屋彦六
３．２１ 銀７００目 米会所手代 上納銀として
３．２６ 金１１両 田辺屋新助
閏３．２ 銀１貫６００目 かと屋吉八郎
閏３．２ 銭手形３３９匁 池田屋善七 頼母子掛銀，此銀３００匁
閏３．３ 金１６両 敦賀屋吉左衛門 ６５匁４分かへ
閏３．１１ 金７両 栗田長次郎
閏３．１３ 銀３貫５００目 米会所 手組納銀
閏３．１５ 金３０両 津国屋隼太郎 石川西禅寺頼母子銀として
代銀１貫９６２匁
閏３．２４ 札１０８匁５３ 山田屋八右衛門 米算用不足銀
閏３．２５ 銀１３貫８０目 米会所 金２００両
閏３．２６ 銀１７５匁 京屋岩右衛門 石川村御上納銀として
４．１ 金２０両 わた屋新五郎 為御扶被下，○札２匁御添被下
４．２ 銀１３０目 松屋清助
４．５ 銭手形３貫目 □□屋七左衛門
４．５ 銀６００目 米会所手代 此銭６７８匁，御仲間御割銀





４．２７ 銀１１０匁４５ 米会所手代 御仲間御割銀
５．４ 銭札３０目 柿屋五郎七 頼母子掛銭
５．９ 金４両 松屋左兵衛
５．１５ 銀４貫２００目 米会所 掛屋納之分受取
表４ 三上家宛て借用・受取証文 文政１３年
近世畿内周縁地域の銭匁遣い ２０７
月日 額 面 借・受取主 備 考
５．２２ 金３両ト銀５匁２分５厘 三文字屋儀右衛門
５．２５ 銀１００目 喜兵衛 龍岡様頼母子掛銀
５．２７ 金５両 池田屋伊兵衛 為扶御越被下
６．１１ 銭１貫目 市五郎 古手代，八朔限
６．２８ 金７両 栗田長次郎
７．１２ 銭２００匁 仏性寺村茂兵衛 借用
７．１２ 銭手形６９匁５分 有松屋猪助 受取
７．１３ 銀６８０匁８８ 米屋安兵衛 栗原隼多様廻り…
７．１３ 銭１５０匁 油屋久五郎 市場様御掛銀
７．１３ 銭１００目 □□勘六 借用
７．１３ 銭手形３００目 三上淳道内
７．１４ 金７両 栗田長次郎 借用仕候
７．１５ 銭手形３００目 松屋清助
８．２８ 銭１４６匁６８ 懸り組頭 御類焼利銀被下
９．２ 銭手形３９５匁５分 敦賀屋吉左衛門
９．２１ 銭６匁２分１厘 谷屋孫助
１０．２１ 札２貫２６０匁 わた屋新五郎 此銀２貫目，為借持被下
１０．２２ 銀１５０匁 敦賀屋吉左衛門 頼母子懸銀として
１０．晦 金３両２分ト銭札１貫８７匁６２ 敦賀屋吉左衛門
１１．５ 金２１０両 山本善治 １１０両は米会所，１００両は下勝手
１１．６ 金５両 三上淳道内
１１．７ 札１貫１３０匁 綿屋新五郎 此銀１貫目，為御扶被下
１１．９ 銭札３００目 いなばや勘七
１１．１５ 銀２貫６００目 庄屋隼太郎 此銭２貫９３８匁，金４両代




１１．２８ 札３貫９５５匁 綿屋新五郎 御扶被下
１２．２ 金２５両 山家屋利七
１２．１０ 銀３貫目 綿屋新五郎 但し札３貫３９０目
１２．１０ 銀１貫５００目 三上淳道内 御為扶被下
１２．１１ 金２０両 利兵衛 此銀１貫３００目
１２．１２ 銀２貫７００目 元結屋利兵衛
１２．１４ 金１００両 元結屋勘兵衛 此銀６貫５００目
１２．１６ 札４貫５２０目 綿屋新五郎 此銀４貫目
１２．１８ 銀５０目 みと屋彦六
１２．１９ 金３０両外ニ札５６匁９分 綿屋新五郎 都合銀２貫目
１２．１９ 金４０両 元結屋利兵衛 但シ六五かへ
１２．２０ 銀６貫目 湊屋新五郎
１２．２０ 金４５両 湊屋新五郎
１２．２１ 銀５貫９６匁４３ 米屋幸助 御払い米１５１俵代
１２．２２ 札２貫目 栗田伝兵衛
１２．２５ 銭５２匁８８ 鞍岡内記 此銀４６匁８分
１２．２９ 銀２貫９１匁５２ 米屋安兵衛 栗原隼多様分，受取








































































































































































































































































































































































































































































































２２２ 松山大学論集 第２０巻 第２号
と，銭匁の内実といい，プレミアムといい，固定化する傾向が強かったと
いうことである。
［後記］
本稿執筆のための三上家文書閲覧にあたって，京都府立丹後郷土資料館より有益
な便宜が得られた。また，本稿は２００７年１月１４日に開催された第２５回貨幣史研究
会（松山大学西宮温山記念会館にて）で報告した内容に加筆したものであるが，当
日同会への参加者諸氏，とりわけ同志社大学・鹿野嘉昭氏から有用なコメントをい
ただいた。あわせて謝意を表したい。なお，本稿は２００６年度松山大学特別研究助成
による成果の一部である。
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